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重要無形民俗文化財「阿蘇の農耕
祭事」のひとつ、火振り神事が行
われました。
　国
くにたつのかみ
龍神と妃

きさきがみ
神の婚礼の儀式とさ

れており、五穀豊穣を祈る田作祭
りの中で行われます。多くの人が
見守る中、妃神を迎える祝いの火
の輪が参道を照らしました。
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04

令和5年度 施政方針
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夢を追いかけて

うえだ　ゆずき

阿蘇中学校・3年上田　柚妃上田　柚妃

夢を追いかける青少年の声を届けます ―

　私の将来の夢は、スポーツトレーナーになることです。
きっかけは、プロバスケットボールの試合を見に行った時の
ことです。選手が万全な状態で試合に臨めるように支えて
いたスポーツトレーナーの方の姿を見て、私もこの職業に
就きたいと思いました。
　私自身もバスケットボールをしていて、いろいろな怪我を
してきました。その時たくさんの方に支えていただき感謝し
た経験があります。そのこともあり、私も支える側になりたい
と強く思いました。自分の夢に向かって、これからの学校生
活をがんばっていきます。

阿蘇市消防団の幹部団員を紹介します

性的マイノリティってなんだろう

ASO 田園空間博物館通信　No.99
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 絶対に許さない』

『部落差別は、

　本市では、誰もが平等で快適に暮らせる差別のない明るい阿蘇市を目指し、

人権政策を進めてきました。

　このような中、本年２月、本市内で不適切な言葉を使った部落差別発言が発

生しました。今回の発言は、偏見と誤った認識により生まれたもので、到底許さ

れるものではなく、これまで本市が町村時代から長年取り組み、積み上げてきた

人権政策を根底から覆す重大事件であります。

　今回このような差別発言が本市内で発生したことは、偏見や思い込みなど、い

われのない差別に対する理解や認識が十分進んでいないという事実が現実とし

て、浮き彫りとなったものです。

　本市では、今回の事件を踏まえ、市職員の研修・研さんはもちろんのこと、

今後もあらゆる機会をとらえ、部落差別をはじめとしたさまざまな人権問題の解

決に向け、市民の皆さまとともに、さらなる取組みを進めていきます。

　市民の皆さまには「自分は差別していないから関係ない」と思うのではなく、

一人一人が自分の問題として考え、部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消

と、差別のない明るい社会の実現にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

　正しい知識や感覚を身につけ、「差別的な発言や行為は絶対許さない」という

共通認識の下、全ての人の人権が尊重される明るい社会を築いていきましょう。

―  阿蘇市内で差別事件が発生しました ―

阿蘇市長　令和５年４月１日
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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

◆ 

性
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

　「
自
分
が
自
分
自
身
の
性
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
（
性
自
認
）」「
自

分
が
ど
の
性
に
恋
愛
感
情
を
抱
く
か

（
性
的
指
向
）」
と
い
う
性
の
あ
り
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
自
身
の
性
別
や

恋
愛
対
象
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
多
く
の
人
が
「
考
え

た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
身
体
的
な
性
と
性
自

認
が
一
致
し
、
異
性
だ
け
を
好
き
に

な
る
、
い
わ
ゆ
る
多
数
派
で
あ
っ
た

か
ら
。

　
一
方
で
、
性
別
に
関
し
て
こ
の
よ

う
な
多
数
派
の
特
徴
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
人
々
も
い
ま
す
。
身
体
的
な
性

別
と
自
分
の
性
自
認
が
異
な
っ
た

り
、
異
性
で
は
な
い
人
を
好
き
に

な
っ
た
り
―
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
は
社

会
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の
団
体
で
あ
る

L
G
B
T
法
連
合
会
の
資
料
に
は

「
性
的
指
向
や
性
自
認
に
つ
い
て
い

じ
め
を
受
け
た
」「
性
的
指
向
や
性

自
認
を
理
由
に
、
解
雇
や
内
定
取
り

消
し
を
さ
れ
た
り
、
辞
職
を
強
要
さ

れ
た
」
な
ど
実
際
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
性
自
認
や
性
的
指
向
は
自
分
で
選

べ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
性
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
理
由

で
中
傷
さ
れ
た
り
不
当
な
扱
い
を
受

け
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

性 を構 成 する要 素

性 の あり方 はこれらの 多 様 な 組 み合 わせ からなります。
身 体 的 性と性 自 認 が 一 致し、 性 的 指 向 は 異 性 だ け。

そうで な い 人々 が 性 的 マイノリティと呼 ば れています。

身 体 的 性

生まれてきたときに決められる

性。性染色体や外性器、内性器、

ホルモンなどで決定される。

性 自 認

自分自身の性をどう認識してい

るか。身体的性と一致しない人

もいる。

性 的 指 向

どの性に恋愛感情を抱くか。同

性を好きになる人、異性を好き

になる人、どちらも好きになる

／ならない人などさまざまな性

的指向がある。

性 表 現

服装や髪型、しぐさや言葉遣い

など、性をどう表現したいか。
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パートナーシップ宣誓制度が始まります

４月１日から

◆ パートナーシップ宣誓制度とは？

　性的マイノリティの人々が感じる生きづらさを少しで

も解消するため、市ではパートナーシップ宣誓制度を

導入しました。これは、性的マイノリティである２人が、

お互いの人生のパートナーとして日常生活において相互

に協力し合うことを約束した関係であることを、阿蘇市

長に対し宣誓する制度です。

◆  パートナーシップ宣誓制度で 何が変わる？

　宣誓によりパートナーとして認められると、市営住宅

の入居などさまざまな公的サービスを受けることができ

るようになります。

　制度を通じて多様な性や人権尊重に対する市民の皆

さんの理解を深め、誰もが自分らしくいきいきと活躍で

きる明るい社会を目指していきます。

制 度 を 利 用で きる人

次の５つの要件をすべて満たす人

・２人とも１８歳以上であること
・いずれか一方が阿蘇市民であること
  （ 14 日以内に転入を予定している場合を

含む）
・独身であること
・ 宣誓する相手以外の人とパートナーシッ

プの関係がないこと
・ 宣誓する相手と近親者（直系血族、三

親等以内の傍系血族または直系姻族）
でないこと

問 合 せ

制度利用の手続きや必要書類など、
詳しくは人権啓発課までお問い合わせくだ
さい。
☎ 22-3206
mail　jinken@city.aso.lg.jp

宣 誓 の 受 付

事前予約制です。宣誓日時（月～金 午前
９時～午後５時、祝休日・年末年始休暇
を除く）の土日祝日を除く 3 日前までに
予約を行ってください。電話またはメール
でお申し込みください。郵送での宣誓は
できません。

制 度 で 利 用 可 能 な
公 的 サービ ス

・税証明閲覧など交付事務（税務課）　　
・ 母子健康手帳の交付の代理申請
  （健康増進課）
・市営住宅の入居（住環境課）　　　
・患者家族への各種同意（連携医療機関）
　など
今後も公的サービスでの制度活用を検討し
ていきます。
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個
人
情
報
の
保
護
　

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
、個
人
情
報
の

有
用
性
の
高
ま
り
で
官
民
の
枠
を
越
え
た

デ
ー
タ
利
活
用
が
活
発
に
な
る
中
、個
人

情
報
な
ど
の
取
り
扱
い
に
万
全
を
期
す
た

め
の
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
で
も

関
係
条
例
の
制
定
な
ど
を
本
定
例
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、規
則
、要
綱
な
ど
で
定
め
、個
人
情

報
保
護
、活
用
に
注
意
し
、個
人
の
権
利
利

益
保
護
に
努
め
ま
す
。

総

務

　 

噴
火
へ
の
備
え

　

1
月
30
日
、火
山
性
微
動
の
振
幅
増
大

に
伴
い
、気
象
庁
は
阿
蘇
中
岳
第
一
火
口

の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
2
へ
の
引
き
上
げ

を
発
表
。連
動
し
て
阿
蘇
火
山
防
災
協
議

会
は
阿
蘇
火
山
防
災
計
画
に
基
づ
き
、火

口
周
辺
概
ね
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
範
囲
の

立
入
り
を
規
制
し
ま
し
た
。今
後
も
登
山

者
、観
光
客
、住
民
の
安
全
を
第
一
に
、関

係
機
関
と
連
携
し
て
活
動
状
況
な
ど
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

　 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

　

各
世
帯
に
設
置
し
て
い
る
お
知
ら
せ
端

末
機
の
更
新
事
業
は
、令
和
4
年
度
内
に

運
用
シ
ス
テ
ム
更
新
が
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
3
カ
年
度
計
画
で
新

た
な
機
器
に
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、市
民
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、防
犯
防
災
を
含
め

た
行
政
情
報
発
信
、高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
、市
内
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
情
報
イ
ン

フ
ラ
で
す
。今
後
も
引
き
続
き
安
定
運
用

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営

　

人
口
減
少
に
伴
う
税
収
減
、少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
保
障
経
費
の
増
加
、大
量

更
新
を
迎
え
る
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
補

修
費
の
増
加
、防
災
・
減
災
、時
代
を
見
据

え
た
自
治
体
D
X
推
進
、脱
過
疎
に
向
け

た
地
方
創
生
、
S
D
G
ｓ
取
り
組
み
の

加
速
化
な
ど
、山
積
す
る
課
題
に
確
実
に

対
応
す
る
た
め
、将
来
を
見
据
え
た
足
腰

の
強
い
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

対
前
年
度
比
、
8
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

約
1
7
4
億
円
規
模
の
編
成
と
な
り
ま

主な事業
総務
市役所本庁舎等 LED 照明設置工事 4,000 万円

お知らせ端末更新業務委託料 1 億 1,480 万円

災害対策本部 ICT 化事業 （電子黒板） 206 万円

危険空き家等除却推進事業補助金 300 万円

財
政
・
税

各世帯のお知らせ端末は３カ年度計画で新
しい機器に更新予定（画像はイメージ）。

輝
く
未
来
と

安
全
安
心
な
阿
蘇
市
を

目
指
し
て

３月１日の第3回市議会定例会で

佐藤市長が報告した内容です（要旨）。

施
政
方
針

令
和
　
　
年
度

５
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し
た
。歳
入
は
、税
収
入
の
回
復
、ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
収
入
増
を
見
込
み
、歳

出
は
、人
件
費
、公
債
費
な
ど
義
務
的
経
費

に
加
え
、物
価
高
騰
に
よ
る
物
件
費
な
ど

の
上
昇
や
、老
朽
施
設
改
修
な
ど
投
資
的

経
費
の
増
加
も
あ
り
、財
政
調
整
基
金
を

６
億
円
繰
り
入
れ
た
編
成
と
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
克
服
と
新
時
代
開
拓
に
向
け
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

最
優
先
に
、徹
底
し
た「
選
択
」と「
集
中
」

の
も
と
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　 

適
正
な
課
税
へ

　

令
和
６
年
度
に
向
け
て
固
定
資
産
税
の

基
準
と
な
る
土
地
や
家
屋
の
価
格
を
見
直

し
ま
す
。新
増
築
家
屋
や
滅
失
家
屋
な
ど

も
把
握
し
、適
正
な
評
価
、課
税
に
取
り
組

み
ま
す
。波
野
地
域
の
地
籍
調
査
事
業
は

令
和
13
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
。今
年
度
は
大
字
新
波
野
、大
字
小
地

野
、大
字
中
江
の
各
一
部
で
一
筆
地
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　 

納
税
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

令
和
４
年
４
月
か
ら「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」

や「
ス
マ
ホ
決
済
」に
よ
る
納
税
が
既
に

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
令
和
５

年
４
月
か
ら「
固
定
資
産
税
」と「
軽
自
動

車
税
」は「
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
」

を
利
用
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
る「
全
国
統
一

規
格
の
二
次
元
コ
ー
ド
」を
読
み
取
る
こ

と
で
、全
国
の
金
融
機
関
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
税
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

　 

暮
ら
し
を
も
っ
と
便
利
に

　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

率
は
、
1
月
31
日
現
在
74
・
23
％
、交
付

率
61
・
85
％
で
あ
り
、県
内
市
町
村
全
体

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。今
後
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請
受

付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
申
請
が
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
加
え
て
、コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、利
便
性
を
実

感
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　 

循
環
型
社
会
の
形
成
へ

　

家
庭
で
余
っ
た
未
使
用
食
品
を
集

め
、必
要
と
し
て
い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク

へ
寄
附
す
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」や

「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
活
動
」の
推
進
、環
境
教

室
の
開
催
な
ど
、ご
み
の
減
量
お
よ
び
循

環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　 

誰
も
が
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
へ

　

市
民
一
人
一
人
が
人
権
を
身
近
な
課
題

と
し
て
認
識
し
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
、阿
蘇
市
人

権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
活
動
や
隣
保

館
事
業
を
中
心
に
、人
権
啓
発
・
教
育
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

誰
も
が
共
に
い
き
い
き
と
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
、生
活
し
や
す
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
を

市
が
証
明
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
４
月
１
日
か
ら
導
入
し
ま
す
。

生

活

　 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

４
月
１
日
に
各
省
庁
が
所
管
し
て
い
た

子
ど
も
に
関
す
る
事
務
を
集
約
し
た「
こ

ど
も
家
庭
庁
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ

ま
で
同
様
、関
係
機
関
連
携
の
も
と
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
り
、安
全
安
心
な
子
育

て
環
境
確
保
を
第
一
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

と
も
に
充
実
し
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

保
育
園
な
ど
で
は
就
学
前
か
ら
英
語
に

慣
れ
親
し
む
機
会
を
創
出
す
る
助
成
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

乙
姫
保
育
園
は
経
年
に
よ
る
老
朽
箇
所

の
更
新
と
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
り
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
い
ま
す
。妊
婦
健
診
、乳
幼
児
健
診
、個

別
面
談
な
ど
を
実
施
。妊
娠
届
・
出
生
届
出

後
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
支
給
す
る
出
産

子
育
て
応
援
交
付
金 

※ 

の
支
給
に
合
わ
せ

て
、相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

※  

出
産
子
育
て
応
援
交
付
金
と
相
談
支
援

に
つ
い
て
詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
。

医
療
福
祉

性の多様性を象徴するレインボーフラッ
グ。市でもパートナーシップ宣誓制度を導
入しました。
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阿蘇医療センターは、阿蘇市と阿蘇医療圏
の中核を担う拠点病院。

　 
障
が
い
福
祉

　

阿
蘇
市
障
が
い
者
計
画
な
ど
が
令
和
５

年
度
末
で
計
画
期
間
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行
い
、新
た
な
計

画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　 

国
民
健
康
保
険

　

団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
移

行
に
よ
る
被
保
険
者
の
減
少
や
１
人
当
た

り
の
医
療
費
増
加
で
、事
業
運
営
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。関
係
機

関
と
連
携
し
、安
定
し
た
事
業
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

 

後
期
高
齢
者
医
療

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
へ
の
助
成

制
度
を
新
た
に
実
施
し
、疾
病
予
防
、早
期

発
見
に
繋
げ
、高
齢
者
の
健
康
保
持
、増
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

 

介
護
保
険

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

を
期
間
と
す
る
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
作
成
し
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
安
定
し
た
事
業
運
営
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　 

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、重
症

化
予
防
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、安
心
し

て
接
種
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
、接
種
体

制
整
備
と
周
知
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

２
月
16
日
、熊
本
保
健
科
学
大
学
、阿
蘇

中
央
高
校
、阿
蘇
市
で
高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も
と

実
践
的
な
取
り
組
み
を
し
、将
来
を
担
う

若
者
の
人
材
育
成
と
高
齢
者
健
康
増
進
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

保
健
予
防
事
業
は
、生
活
習
慣
病
の
発

症
と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、丁
寧
な

健
康
診
断
の
受
診
継
続
や
家
庭
訪
問
な
ど

を
行
い
ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
肥
満
対

策
に
力
を
入
れ
、健
康
ア
プ
リ
を
活
用
し

個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
運
動
習
慣
定
着
な
ど

に
取
り
組
み
、全
世
代
を
と
お
し
た
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　 

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、５

月
８
日
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

と
同
等
の「
5
類
」へ
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
新

た
な
変
異
株
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、引
き
続
き
、阿
蘇
圏
域
唯
一
の
第
二
種

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
陽
性
患
者

の
受
入
れ
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、発
熱
外
来
診

療
や
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
の
支
援
も
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、超
高
齢
化
社
会
に
備
え
、

在
宅
医
療
支
援
の
充
実
と
危
機
発
生
時

を
含
め
た
多
職
種
・
異
業
種
間
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

医
師
を
は
じ
め
医
療
従
事
者
の
確
保
に

つ
い
て
は
、医
師
招
へ
い
活
動
を
継
続
し
、

医
学
部
実
習
生
、養
成
施
設
実
習
生
な
ど

の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
進
め
、後
年
、当

院
へ
の
就
職
動
機
に
繋
が
る
よ
う
継
続
し

て
若
手
医
療
人
の
育
成
、教
育
機
能
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
阿
蘇
市
と
阿
蘇
医
療
圏
の

中
核
を
担
う
拠
点

病
院
と
し
て
、地

域
の
医
療
需
要
や

環
境
変
化
に
適
応

し
た
機
能
整
備
充

実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

主な事業
医療福祉
一の宮高齢者支援センター等
改修工事設計業務委託料 950 万円

出産・子育て応援給付金 2,130 万円

乙姫保育園大規模改修事業 1 億 5,246 万円

阿蘇中央幼稚園体育館
施設整備補助金 1,125 万円

波野保健福祉センター設備等
維持修繕事業 1,438 万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業 2 億 3,404 万円
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農
業
振
興

　

全
国
的
な
農
業
者
の
高
齢
化
、担
い
手

不
足
で
、農
地
を
今
後
維
持
す
る
に
は
農

業
者
の
方
々
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
・
省

力
化
が
欠
か
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、本
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

に
沿
っ
た
方
針
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、肥

料
や
原
油
高
騰
に
よ
り
生
じ
た
負
担
の
軽

減
、土
壌
診
断
で
の
施
肥
計
画
見
直
し
、良

質
な
堆
肥
活
用
の
土
づ
く
り
、減
農
薬
・
減

化
学
肥
料
の
取
り
組
み
な
ど
を
関
係
機
関

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、進
め
て
い

き
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
改
正
に
伴
い
、

新
た
に「
地
域
計
画
」の
策
定
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。「
地
域
計
画
」は
将
来
の
農
地

利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
も
の
で
、現
況

の
農
地
利
用
を
地
図
化
し
、集
落
ご
と
に

定
め
た「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」（
令
和
４
年
２

月
策
定
）を
ベ
ー
ス
に
策
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

阿
蘇
東
部
地
域
で
は
、高
冷
地
の
特
性

を
生
か
し
た
農
業
生
産
基
盤
整
備
を
進
め

る
た
め
、一
日
も
早
く
大
蘇
ダ
ム
の
安
定

し
た
水
利
用
供
給
が
待
た
れ
ま
す
。

　

阿
蘇
谷
地
区
は
昭
和
40
年
代
か
ら
の
大

規
模
ほ
場
整
備
事
業
で
整
備
し
た
農
業
用

施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、更
新
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。今
後
さ
ら
な
る
老

朽
化
に
よ
っ
て
農
業
経
営
に
支
障
を
来
た

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、よ
り
一
層

整
備
を
加
速
化
さ
せ
、計
画
的
に
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
環
境
対
策
と
し
て
、地
域
住
民
の

理
解
を
図
る
た
め
、畜
産
施
設
建
設
後
の

地
域
臭
気
モ
ニ
タ
ー
を
引
き
続
き
設
置
し

ま
す
。環
境
に
配
慮
し
、問
題
発
生
時
に
は

厳
格
な
対
応
を
行
い
ま
す
。畜
産
臭
気
軽

減
策
と
し
て
、行
政
、関
係
団
体
、畜
産
農

家
お
よ
び
地
域
住
民
で
組
織
す
る
協
議
会

設
立
を
進
め
ま
す
。

　

林
業
は
、国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し
、間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
を
進
め
、木
造
公
共
施
設
な
ど

の
長
寿
命
化
策
や
、人
材
育
成
・
担
い
手
確

保
、木
材
利
用
促
進
、普
及
啓
発
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　 

観
光
振
興

　

現
在
、行
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
、観
光
入

込
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。特
に
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
数
が
伸

び
て
お
り
、引
き
続
き
、国
内
外
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、

こ
れ
ま
で
開
催
を
控
え
て
き
た
既
存
イ
ベ

ン
ト
を
復
活
さ
せ
来
訪
者
増
加
に
努
め
て

い
き
ま
す
。10
月
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
、12

月
の
阿
蘇
神
社
楼
門
復
旧
工
事
の
完
了
な

ど
注
目
さ
れ
る
話
題
を
通
じ
阿
蘇
の
情
報

発
信
を
よ
り
強
化
。Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
や

ア
ジ
ア
初
の
宇
宙
港
と
な
る
大
分
空
港
な

ど
周
辺
地
域
の
好
機
も
敏
感
に
捉
え
、海

外
の
人
に
も
満
足
度
の
高
い
旅
を
提
供
で

き
る
よ
う
観
光
地
の
高
付
加
価
値
化
を
進

め
ま
す
。

　

阿
蘇
山
上
で
は
、世
界
水
準
の
観
光
地

を
目
指
し
、一
帯
の
上
質
化
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。令
和
４
年
度
に
は
仙
酔

峡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
舎
の
解
体
が
完
了
。

一
方
で
、新
見
学
エ
リ
ア（
Ｅ
ゾ
ー
ン
）、二

次
避
難
休
憩

施
設
は
、火
山

活
動
の
活
発

化
で
工
事
の

遅
れ
が
生
じ

て
い
ま
す
。火

口
周
辺
規
制

解
除
後
は
、早

期
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

主な事業
農林畜産

強い農業づくり支援事業補助金 9 億 1,550 万円

農業経営高度化促進事業補助金
（第２一の宮地区） 4,790 万円

農村環境改善センター改修事業 1 億 2,404 万円

阿蘇望橋補修設計業務委託料 1,100 万円

観光
修景整備工事

（恋人の聖地プロジェクト） 500 万円

中江神楽殿ステージ扉改修工事 595 万円

経

済

10 月には国際的な自転車レースである
「ツール・ド・九州」も開催される。
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地
域
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
、地
域
経
済
も
少

し
ず
つ
回
復
し
て
い
ま
す
が
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
を
起
因
と
す
る
物
価
高
騰
な
ど
の

影
響
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、地
域
経
済
の
下
支
え

と
家
計
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。未
だ
に
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
な

い
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
、経
済
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」で
は
、生
産

者
や
関
係
事
業
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
返

礼
品
の
品
質
向
上
や
宣
伝
強
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。令
和
５
年
度
は
、返
礼
品
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、自
然
体
験
活
動
や
宿

泊
プ
ラ
ン
な
ど
阿
蘇
な
ら
で
は
の
返
礼
品

の
充
実
と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
を
移
住
定
住
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
と
し
て
、空
き
家
バ
ン
ク
な

ど
に
関
す
る
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

阿
蘇
西
部
地
域
や
阿
蘇
駅
周
辺
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、市
民
と
協
働
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
人
居
住
者
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

１
月
に
阿
蘇
市
多
文
化
共
生
連
絡
協
議
会

を
設
立
。自
然
環
境
な
ど
の
強
み
を
活
か

し
た
こ
れ
ま
で
の
人
口
誘
導
策
に
加
え
、

日
本
人
と
外
国
人
が
互
い
に
暮
ら
し
や
す

い「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
以
降
、整
備
を

進
め
て
い
た
阿
蘇
神
社
周
辺
で
は
、一
の

宮
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
移
転

が
完
了
し
ま
し
た
。多
目
的
広
場
や
街
路

灯
な
ど
は
、令
和
４
年
度
内
に
完
成
し
ま

す
。12
月
予
定
の
阿
蘇
神
社
楼
門
の
復
旧

工
事
完
了
に
あ
わ
せ
て
、関
係
団
体
、地
元

商
店
街
な
ど
と
も
連
携
し
た
賑
わ
い
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

※ 

T 

S
M
C
…
台
湾
積
体
電
路
製
造
。世

界
的
な
半
導
体
メ
ー
カ
ー

　 

中
九
州
横
断
道
路
の
整
備

　

中
九
州
横
断
道
路
の
う
ち
、竹
田
I
C

と
波
野
I
C
（
仮
称
）間
全
長
約
22
・
5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ「
竹
田
阿
蘇
道
路
」

が
令
和
４
年
末
に
着
工
し
ま
し
た
。こ
の

う
ち
熊
本
県
側
約
5
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

区
間
は
一
部
用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、市
と
し
て
も
地
元
と
の
調
整
に
努
め

て
い
き
ま
す
。「
大
津
熊
本
道
路
」約
13
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
令
和
３
年
度
か
ら
本
格

的
な
測
量
・
調
査
な
ど
に
着
手
し
ま
し
た
。

現
在
工
事
中
の「
滝
室
坂
道
路
ト
ン
ネ
ル
」

も
令
和
５
年
度
早
期
の
本
坑
貫
通
が
見
込

ま
れ
ま
す
。既
存
の
国
道
57
号
と
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
早
期
形
成
で
き
る
よ

う
、「
北
側
復
旧
道
路
～
大
津
西
I
C
間
」

と「
滝
室
坂
道
路
～
北
側
復
旧
道
路
」（
阿

蘇
市
管
内
）の
整
備
促
進
を
関
係
自
治
体

と
共
に
国
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　 

阿
蘇
山
直
轄
砂
防
事
業

　

本
市
管
内
で
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
５

基
の
堰
堤
が
完
成
し
ま
し
た
。計
画
中
の

も
の
を
含
め
引
き
続
き
６
基
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。堰
堤
に
よ
り
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
が
縮
小
し
、土
石
流
に

対
す
る
安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。阿
蘇
山

直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成
会（
阿
蘇
市
・
高

森
町
・
南
阿
蘇
村
）で
は
更
な
る
安
全
性
向

上
の
た
め
、国
に
予
算
確
保
・
整
備
促
進
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　 

市
が
管
理
す
る
河
川
・
道
路
の
整
備

　

市
管
理
河
川
で
は
、土
砂
堆
積
な
ど
が

顕
著
な
河
川
の
浚
渫
、竹
林
・
雑
木
の
伐

採
、集
落
に
接
し
た
護
岸
の
整
備
な
ど
、洪

水
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

市
管
理
道
路
で
は
、各
区
か
ら
の
要
望

へ
の
対
応
や
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。市
に
寄
せ
ら
れ
た

道
路
損
傷
な
ど
の
情
報
は
迅
速
に
対
応
す

る
な
ど
円
滑
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　 

環
境
保
全
の
取
組
み

　
「
A
S
O
環
境
共
生
基
金
」を
活
用
し
、

将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
供
た
ち
の
環
境

教
育
や
自
然
体
験
学
習
推
進
を
は
じ
め
、

希
少
野
生
動
植
物
保
全
事
業
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。２
０
５
０
年

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

に
、公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、公
用
車
へ
の

電
気
自
動
車
導
入
な
ど
、温
室
効
果
ガ
ス

イ
ン
フ
ラ

主な事業
商工
地域一体となった観光地の
高付加価値化事業委託料 230 万円

阿蘇駅前噴水公園噴水設備
修繕工事 500 万円

空き家活用のための
リフォーム等支援事業補助金 350 万円
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削
減
や
省
エ
ネ
事
業
を
推
進
し
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　 

市
営
住
宅

　
「
市
営
住
宅
総
合
基
本
計
画
」に
基
づ

き
、老
朽
化
住
宅
の
改
修
な
ど
適
正
な
維

持
管
理
で
入
居
者
の
住
居
環
境
の
維
持
・

向
上
に
努
め
、集
約
再
編
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　 

水
道
事
業

　

人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
や

水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
更
新
費

用
の
増
加
、昨
今
の
物
価
上
昇
は
、水
道
事

業
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。生
活
の
根
幹
と
な
る
生
活
用
水
の
安

定
的
な
供
給
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る

た
め
、施
設
整
備
基
本
計
画
と
経
営
戦
略

を
も
と
に
施
設
更
新
を
行
い
ま
す
。経
営

の
効
率
化
を
推
し
進
め
、持
続
可
能
な
水

道
事
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　 

下
水
道
事
業

　

令
和
６
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
下

水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

南
黒
川
地
区
で
は
、令
和
８
年
度
の
完

成
に
向
け
管
渠
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
教
育
で
は
、臨
時
休

業
や
自
宅
待
機
期
間
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、リ
モ
ー
ト
で
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
進
め
、学
び
の
保
障
に

努
め
て
き
ま
し
た
。日
経
B
P
が
発
表
し

た
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、阿
蘇
市
は
令
和
４
年
度
、小
中
学
校
と

も
に
九
州
１
位
、全
国
10
位
内（
小
学
校
全

国
3
位
、中
学
校
全
国
9
位
）で
あ
り
、

I
C
T
※ 

環
境
整
備
と
と
も
に
、そ
の
活

用
状
況
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら

な
る
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

内
壁
の
一
部
崩
落
に
よ
り
使
用
を
中
止

し
て
い
る
阿
蘇
小
学
校
体
育
館
は
、

学
校
や
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
と

協
議
し
、現
地
で
の
建
て
替
え
の
方

向
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
将
来
に
向
け
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
学
び
の
場
を
創
出
す

る
た
め
、学
校
で
は
A
L
T
や
英

語
教
育
支
援
員
な
ど
と
の
英
語
会

話
活
動
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。市
内
に
居
住
し
、通
学
す
る
外

国
籍
の
児
童
生
徒
の
た
め
、日
本
語

教
育
を
兼
ね
た
支
援
員
を
配
置
し
、

授
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

環
境
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、豊
か
な
人
間
性
、社
会

性
を
育
む
た
め
、幅
広
い
世
代
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
画
を
通
じ
て
、学
び
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
体
制
と
環
境
づ
く
り
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

社
会
体
育
で
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
が
親
し
み
を
持
ち
参
加
し
や
す
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
休
止
し
て
い
る
ア
ゼ
リ
ア
21
の
温

水
プ
ー
ル
は
、検
討
委
員
会
で
今
後
の
あ

り
方
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、答
申
が
３
月

末
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※ 

I 

C
T
…
情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。市

内
の
全
小
中
学
校
で
、高
速
大
容
量

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
と
1
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

教

育

主な事業
土木インフラ・環境

道路維持工事・その他維持工事 1 億 4,700 万円

道路新設改良工事 1 億   200 万円

橋梁維持工事 7,800 万円

河川等改修工事・
河川掘削等維持工事 8,100 万円

道尻団地配水管更新工事 1,503 万円

教育
波野中学校体育館改修工事
設計業務委託料 2,400 万円

阿蘇図書館ＬＥＤ照明設置工事 436 万円

移動図書館車購入事業 2,200 万円

農村公園あぴか改修工事 700 万円

タブレットを用いた授業のようす。ICT を
活用した教育のさらなる充実に努める。
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① 市税（17.3％）

③繰入金（5.5％）

② その他の諸収入（6.3％）

④分担金及び負担金（1.2％）

⑤地方交付税（33.2％）

⑥国・県支出金（26.3％）

⑧市債（4.7％）

❶ 市税 30億 870万円 17.3％ 市民の皆さまから納めていただいた税金

❷ その他の諸収入 10億 9,481万円  6.3％ 使用料、手数料、財産収入など

❸ 繰入金 9億 5,664万円  5.5％ 特別会計や基金などから繰り入れられるお金

❹  分担金及び負担金 2億 1,040万円  1.2％ 市の行う事業により利益を受ける人からその受益を限度として徴収するお金

❺ 地方交付税 57億 8,500万円 33.2％ どの地域でも一定水準の行政サービスを提供できるよう国から交付されるお金

❻ 国・県支出金 45億 8,432万円 26.3％ 特定の事業を行うために国や県から交付されるお金

❼ 各種交付金 9億 5,519万円  5.5％ 国税や県税などとして集められたお金のうち、一定の割合を市町村に交付するもの

❽ 市債 8億 1,040万円  4.7％ 特定の事業を行うために借り入れられるお金

地方譲与税 2億 4,089万円 地方特例交付金 860 万円 環境性能割交付金 1,370 万円
配当割交付金 530 万円 利子割交付金 50万円 交通安全対策特別交付金 270 万円
法人事業税交付金 1,670 万円 株式等譲渡所得割交付金 1,320 万円
ゴルフ場利用税交付金 3,140 万円 地方消費税交付金 6億 2,220万円

● 各 種交付金の内訳

174 億 546 万円

自主財源　30.3%

依存財源　69.7%

対前年度比　+ 8.1%

一般会計 174 億 　  546 万円

令和5年度予算

第３回阿蘇市議会定例会が開催され、令和５年
度当初予算が議決されました。
　令和５年度は、前年度比 13 億 249 万円の
増となっており、例年よりやや大きめの予算規
模となっています。

 企画財政課 財政係　☎ 22-3204

200.0
（億円）

0

100.0

150.0
157.6

50.0

令和元年度 令和 2年度 令和 3 年度 令和 4 年度

185.5

（6月補正後）

一般会計予算の推移

歳
入

⑦各種交付金
（5.5％）

163.4 174.1
161.0

令和 5年度



174 億 546 万円

歳
出
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特定の収入・支出をもって一般会計と経理を別にする会計

特別会計   82 億 8,203 万円

会計別予算額
国民健康保険事業 35 億 6,338 万円

介護保険事業 34 億 6,527 万円

下水道事業 5 億 8,776 万円

後期高齢者医療事業 5 億 3,322 万円

阿蘇山観光事業 9,700 万円

財産区事業 3,540 万円

独立採算による特定の事業を経理する会計

企業会計   41 億 7,806 万円

会計別予算額
病院事業 32 億 7,746 万円

水道事業 9 億     60 万円

② 農林水産業費（13.0％）

① 民生費（33.9％）

③ 公債費（12.0%）

④衛生費（10.3％）

⑤ 総務費（9.9％）

⑦土木費（6.0％）

⑨ 消防費（3.2％）
⑧ 商工費（4.4％）

⑥ 教育費（6.1％）

❶ 民生費 58億 9,773万円 33.9％ 福祉の向上のために使われるお金

❷ 農林水産業費 22億 5,852万円 13.0％ 農林畜産業の振興に使われるお金

❸ 公債費 20億 9,352万円 12.0％ 市債の返済に使われるお金

❹ 衛生費 17億 9,692万円 10.3％ 健康づくりやごみ処理などに使われるお金

❺ 総務費 17億 3,041万円   9.9％ 庁舎等の財産管理や交通、統計、選挙、徴税などに使われるお金

❻ 教育費 10億 6,291万円   6.1％ 教育や文化・スポーツ振興のために使われるお金

❼ 土木費 10億 3,785万円   6.0％ 道路や橋、河川、公営住宅などの管理や整備に使われるお金

❽ 商工費 7億 6,740万円   4.4％ 商工、観光の振興のために使われるお金

❾ 消防費 5億 5,548万円   3.2％ 消防や防災のために使われるお金

　 議会費 1億 5,379万円   0.9％ 議会運営のためのお金

　 予備費 3,996万円   0.2％ 予定外の支出へ対応するためのお金

　 災害復旧費 1,097万円   0.1％ 災害復旧のために使われるお金

議会費（0.9％）10 予備費（0.2％）11

災害復旧費（0.1％）12

対前年度比　+ 1.5% 対前年度比　- 4.1%

11

10

12

一般会計 174 億 　  546 万円
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Hot Topics

問 福祉課 子育て支援係　☎ 22-3167

出産・子育てを応援します
1

市市
で
は
、
国
の
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
に
基
づ

き
、
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
世
帯

が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
な
と

こ
ろ
で
相
談
に
応
じ
る
伴
走
型
相

談
支
援
と
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
の
支
給
を
一
体
的
に
実
施

す
る
「
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
各
届
出
時
に
案
内
し
て
い
ま

す
。
給
付
金
は
令
和
５
年
２
月
か

ら
支
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

出産・子育て応援給付金

　妊娠届・出生届出後にそれぞれ 5 万円、計 10
万円の給付金を支給します。
　給付金は、新生児聴力検査・産婦健康診査の費
用や、出産後に必要なベビー服などの育児関連用
品の費用、産後ケア事業、一時預かり事業、家事
支援事業などの利用者負担、その他出産・育児に
必要な経費にお使いください。

伴走型相談支援

　保健師が中心となり、妊婦さんや子育て家庭を
サポートします。

　 妊娠届出時　妊婦１人あたり  5 万円 
　 出生届出時　児童１人あたり  ５万円 

　 妊娠届出時　
　  母子健康手帳を交付し、妊婦さんと面談を行い

ます。

　 妊娠８カ月頃　
　  産前クラス（母親学級）の案内／助産師による

個別相談

　 生後２カ月頃の訪問
　 保健師が家庭訪問を行います。

問 健康増進課 母子保健係　☎ 22-5088

Check

・  令和 4 年 4 月 1 日以降に妊娠届出を
した人

・  令和 4 年 4 月 1 日以降に出生した児
童を養育する人

こんな人が対象です

※  給付金を受け取るためには申請と、各届出後に
行われる伴走型相談支援での面談
が必要です。

※  申請方法や支給要件は、市ホーム
ページをご確認ください。 市ホームページ

面談 面談 面談
（妊娠届出時） （妊娠 8 ヶ月頃：産前クラス） （生後 2 ヶ月頃の家庭訪問）

保健師などによる伴走型相談支援（イメージ）

５万円
妊娠届出時、母との面談実施後、

『出産応援給付金』の支給
生後 2 カ月頃の家庭訪問で面談実施後、

『子育て応援給付金』の支給

５万円
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　 必要なもの
　 ・マイナンバーカード
　 ・カードの利用者証明用パスワード（数字４桁）
　 ・カードと紐づけする口座が分かるもの
　   （通帳など）
　 ・キャッシュレス決済サービス
　 ※ QRコード決済（〇〇Pay）や電子マネーなど

※ 期限は延長する可能性があります

　 対象者
　  令和５年２月末までにマイナンバーカードを

申請済みで、マイナポイントの申込みをして
いない人

※  本庁・各支所に「マイナポイント支援窓口」を設
置しています。職員がマイナポイントの申込みを
サポートします。右の必要なものを持参してくだ
さい。

マイナポイント休日・時間外支援窓口

市役所本庁・各支所に「マイナポイント休日・時
間外支援窓口」を設置しています。

とき　4 月 23 日 ㈰　午前 9 時～正午
　　　　    12 日 ㈬・26 日 ㈬　午後 8 時まで
※ 波野支所は予約が必要です。

マイナンバーカード休日・時間外支援窓口

カードを早く受け取れるよう、休日・時間外窓口
を開設しています。受取には予約が必要です。

とき　4 月 23 日 ㈰　午前 9 時～正午
　　　　    12 日 ㈬・26 日 ㈬　午後 8 時まで

問 市民課 戸籍係　　　　☎ 22-3135
　 内牧支所 市民係　　　☎ 32-1111
　 波野支所 市民係　　　☎ 24-2001

申込みは 5 月 31 日　まで

マイナポイント第２弾
水

 令和５年２月末までに  マイナンバーカードの申込みをした人は

最大で  20,000  円分のマイナポイントがもらえます。

マイナンバーカードの新規取得などで 5,000円分

健康保険証としての利用申込みで 7,500円分

公金受取口座の登録で 7,500円分

最
大

問 まちづくり課 ☎ 22-3318

問 内牧支所 ☎ 32-1111

問 波野支所 ☎ 24-2001
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い ろ ん な 情 報 を お 届 け。
農作業安全講座（大特・けん引）

　  型特殊免許、けん引免許を取得できます。

とき　午前 9 時～午後 4 時
【大特】
　 ６月 20日  ㈫ ～ 6月 23日 ㈮
　 9月 12日  ㈫ ～ 9月 15日 ㈮
　 10月 24日  ㈫ ～ 10月 27日 ㈮
　 11月 14日  ㈫ ～ 11月 17日 ㈮
　 1月 　9日  ㈫ ～ 1月 12日 ㈮
【けん引】
　 ７月 18日  ㈫ ～ ７月 21日 ㈮
　 ８月 1日  ㈫ ～ ８月 4日 ㈮
　 8月 22日  ㈫ ～ 8月 25日 ㈮
　 10月 3日  ㈫ ～ 10月 6日 ㈮
　 11月 7日  ㈫ ～ 11月 10日 ㈮
　 2月 6日  ㈫ ～ 2月 9日 ㈮
　 ２月 13日  ㈫ ～ 2月 16日 ㈮
※  免許更新年の場合、誕生日から現有免許証の

有効期限の間は受講できません。

とき　熊本県立農業大学校
講座受講料
▷ 大 特　3,300円

▷ けん引　3,900円　　※  その他諸経費あり

募集期間　４月10日 ㈪ ～４月28日 ㈮
※ 申込者多数の場合は抽選で受講者を決定。

申込・問合せ
問 阿蘇地域振興局 農業普及・振興課　
☎ 22-1115

問 農政課　
☎ 22-3274

大

自転車に乗るときは
ヘルメットを着用しましょう

　 路交通法の改正により、4 月 1 日から自転
車利用者の乗車用ヘルメット着用が努力義務と
なりました。おとなも含めたすべての人がヘル
メットを着用するよう努めなければなりません。
ヘルメットを正しく着用することにより頭部損
傷による死者の割合が４分の１に低減するとさ
れています。
　自転車を安全に利用しましょう。

問 防災情報課 防災交通係
☎ 22-3232

道

ひもはちゃん
と締めよう

みんなで一緒にかぶろう

広
告
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く ら し の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

阿蘇広域行政事務組合職員募集

受付期間　4 月 17 日 ㈪～ 5 月 1 日 ㈪

受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時

試験日　　5 月7 日 ㈰

採用日　　7 月 1 日 ㈯

職種　　　　　 看護師（1 人程度採用）
   昭和 47 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、看護

師または准看護師の免許を有する人が対象
※  合格者は 5 月下旬に第２次試験（面接試験）

を実施します。

問 阿蘇広域行政事務組合 事務局総務課人事係
☎ 24-5111

あん摩マッサージ・はりきゅう等
施設利用券

　 回の施術に対し1,000円の助成が受けられ
る施設利用券を、15歳以上の国民健康保険被
保険者には年間（4月～翌年3月）20枚、後
期高齢者医療被保険者には年間10枚交付しま
す。ほけん課・各支所で申請してください。

申請に必要なもの　保険証
（代理人が申請する場合）

▷ 必要な人の保険証
▷ 代理人の運転免許証など本人確認書類
※  保険料の滞納により交付枚数の制限あり。
※ 施設利用券は本人以外利用できません。
　（家族への譲渡も不可）
※ 紛失した場合は再発行できません。

問 ほけん課 国保・年金係 高齢者支援係　
☎ 22-3145

１

生ごみ処理機などの購入費の
一部を助成します

　 庭から出る生ごみは、約 80％が水分と言わ
れています。
　未来館で処理する可燃性の固形燃料（RDF）
を作るには、ごみを乾燥する必要があり、多く
の燃料を要します。ごみの重量が増えることで、
その処理費用はさらにかさみます。
　市では、電気式の生ごみ処理機や畑などに設
置して使用するコンポスター購入費用を助成し
ていますので、ぜひご活用ください。
※ 予算の範囲内で定数に達した時点で終了

生ごみ処理機（電気式）
  　助成額　購入費用の 1/2 以内
 　（上限 30,000 円）
※  購入した後の申請は助成対象になりません

ので、必ず 購入前に市民課または各支所に
申請してください。見積書、カタログなど
が必要です。 受付開始日は４月 3 日 ㈪です。

生ごみ処理容器（コンポスター）
 　 商品額 5,500 円のうち 3,500 円を助成。
 　 個人負担は 2,000 円となります。
 　（引き渡し時に負担）
※ 市民課・各支所でお渡しします。
　販売開始日は 4 月 3 日㈪です。

問 市民課 生活衛生係　☎ 22-3135

家

広
告
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条件 軽減率

43 万円（基礎控除額）+10 万円×（給与・年金所得者の数 -1）を超えない世帯 7 割

43 万円（基礎控除額）+29 万円×世帯の被保険者数 +10 万円×（給与・年金所得者の数 -1）
を超えない世帯 5 割

43 万円（基礎控除額）+53 万 5 千円×世帯の被保険者数 +10 万円×（給与・年金所得者の数 -1）
を超えない世帯 2 割

く ら し の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
　 歳以上の人は後期高齢者医療制度に加入しま
す（75歳の誕生日から自動的に加入）。後期高齢
者医療制度では、１割から３割の自己負担で医療
を受けることができます。

75

保険料年額の算出方法

所得が低い人への軽減

問 ほけん課 高齢者支援係　☎ 22-3145

後期高齢者医療保険料の納付方法

後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）または普通徴収（納付書・口座振替）に
より納めることになります。特別徴収で納めている人も、申し出により保険料を口座振替での納付に
変更することができます。

※  均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前の金額です。
　年金所得は 15 万円を控除した額で判定します。

54,000 円

均等割額

＋＝年額 66 万円
が上限

保険料年額

10.26％

（所得割率）×総所得金額等－ 43 万円

（基礎控除額）

所得割額

　65歳から75歳未満の人で、広域連合から一定
の障がいがあると認定を受けた人も加入すること
ができます（市に申請が必要です）。保険料は熊
本県内均一で被保険者ひとりひとりが納めます。

保険料
均等割額世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額

広
告
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く ら し の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

国民年金保険料の学生納付特例制度

※ 1 障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一定の要件があります。
※ 2 保険料を 10 年以内に納付（追納）すると年金額に反映されます。

　 生納付特例制度は、在学期間中の国民年金保険料の納付を猶予（先送り）できる制度です。この制
度を利用することで、将来の年金受給権の確保だけでなく、万一の事故などにより障がいを負ったとき
の障害基礎年金の受給資格を確保することできます。

学

老齢基礎年金 障害および遺族基礎年金 ※１

受給資格期間への算入 年金額への反映 受給資格期間への算入

納付 ○ ○ ○
学生納付特例 ○ × ○

未納 × × ×

「納付」、「学生納付特例」、「未納」の違い

※２

必要なもの
▷  在学期間のわかる学生証のコピー（裏面に

有効期限、学年、入学年月日の記載がある
場合は裏面のコピーを含む）または在学証
明証（原本）

▷  失業などの理由により申請を行う場合は、
失業した事実が確認できる書類

　  （ 雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者
離職票のコピーなど）

電子申請
（マイナポータル）

申請先　 ほけん課、各支所
　　　　 熊本東年金事務所
※  電子申請も可能です。
　 （マイナンバーカードが 必要）

対象者
　  大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等

専門学校、特別支援学校、専修学校および
各種学校、一部の海外大学の日本分校に在
学する学生などで、本人の前年所得が基準
以下の人

※  学校教育法で規定されている修業年限が 1
年以上の課程の学校に在学している人。

※  承認期間は、4 月から翌年３月まで。
　  翌年度以降も学生納付特例を希望する場合

は、翌年度の４月以降に改めて申請が必要。
※   過去２年１カ月分をさかのぼって申請するこ

とができます。

所得の基準
　128 万円  +  ( 扶養親族の数× 38 万円 )  
　　+ 社会保険料控除など　で計算した額以下 問 ほけん課 国保・年金係　☎ 22-3145

　 熊本東年金事務所　☎ 096-367-8144

広
告
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く ら し の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

あそカフェ

　 知症の人や家族、地域住民が気軽に集い相談や
悩みを語り合う憩いの場。

阿蘇保健福祉センター　4 月 12 日 ㈬

波野保健福祉センター　4 月 14 日 ㈮

（いずれも午前 10 時～正午）

問 阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

認

【民事・家事・刑事など】
とき　4 月 6 日㈭　午後１時～午後 4 時

【消費問題・不動産・土地・建物など】
とき　4 月 20 日㈭　午前 9 時 30 分～正午

ところ　阿蘇保健福祉センター

問 阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

法律相談 ※ 要予約

　 金請求の手続きや受給している年金などについ
て相談できます。

一の宮保健センター　　4 月 17 日 ㈪・5 月1 日 ㈪
農村環境改善センター　4 月 10 日 ㈪・24 日 ㈪

（いずれも午前 10 時～午後３時）

問 熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

年金出張相談

年

※ 要予約

　 常生活の悩み、心配ごとに関する相談。

とき　4 月 6 日 ㈭・20 日 ㈭　午前 10 時～正午

ところ　阿蘇保健福祉センター

問 阿蘇市地域包括支援センター　☎ 32-5122

心配ごと相談

日

※ 要予約

　 健師・管理栄養士・臨床心理士などがお子さん
の成長に合わせたアドバイスを行います。

とき　4 月7 日 ㈮・21 日 ㈮　
　　　　午前 9 時～午後２時

ところ　一の宮保健センター

問 健康増進課　☎ 22-5088

子育て相談

保

※ 要予約

　 料の就労相談所。どなたでも利用できます。

とき　毎週火・木　午前 10 時～午後５時
ところ　阿蘇地域振興局

問 ジョブカフェ阿蘇ブランチ　☎ 22-8178

ジョブカフェ阿蘇ブランチ　　

無

※ 要予約

　 歳以上の求職者と共に、これまでの知識、経

験、資格などを生かせる再就職先を探します。

とき　毎週月・水・金　午前 10 時～午後 4 時
ところ　阿蘇地域振興局

問 阿蘇相談所　☎ 22-4511

熊本高齢者無料職業紹介所　　

60

※ 要予約

広
告
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お慶び ご寄付

寄 付 阿蘇市社会福祉協議会(香典返し) 2 月 28 日受付分まで

寄付者　   続柄 物故者 行政区

竹
たけはら

原 和
かずのり

徳 母 ケサヨ （町 1 区）

七
しちじょう

條 佐
さ わ こ

和子 母 ミヨ子
こ

（町 2 区）

江
え と う

藤 礼
れ い こ

子 夫 厚
あつし

（分2 区）

山
や ま べ

部 末
すえみつ

光 母 スヨ （ 塩 塚 ）

桐
きりはら

原 主
しゅいち

一 母 ナミ （西仲町）

佐
さ と う

藤 忠
た だ お

男 父 三
さぶろう

郎 （ 桜 町 ）

寄付者　   続柄 物故者 行政区

菅
かん

 美
み さ こ

佐子 夫 乃
の ぼ る

保留 （古城7区）

岩
いわした

下 二
つ ぎ お

夫 母 トミ子
こ

（下井手）

宮
みやもと

本 昭
あきつぐ

二 母 フクエ （下西河原）

岩
いわした

下 しげみ 父 丸
ま る の

野 𫝆
け さ し げ

朝重（荻の草）

白
しらいし

石 博
ひろはる

春 妻 ヨシエ （内牧1区）

勝
か つ き

木 サヨ子
こ

夫 忠
た だ お

雄 （ 浜 川 ）

寄付者　   続柄 物故者 行政区

池
い け だ

田 修
しゅうじ

二 母 成
な る こ

子 （ 成 川 ）

北
きたざと

里 弘
ひろあき

明 母 節
せ つ こ

子 （下の原）

一
ひとえだ

枝 チズヨ 夫 久
ひ さ お

夫 （ 蔵 原 ）

若
わ か さ

狭 袈
け さ じ

裟治 兄 博
ひろし

（元黒川）

山
やまぐち

口 眞
ま り こ

理子 母 楢
な ら ぎ の

木野 雪
ゆ き こ

子（楢木野）

匂
さきさか

坂 忠
ただとし

敏 母 フサコ （ 大 道 ）

昭和10年3月生米 寿

氏名 （行政区）

山
や ま べ

部 キヌ子
こ

(町2区)

髙
たかはし

橋 アイ子
こ

(東2区)

家
いえいり

入 チサ子
こ

(東3区)

井
い の

野 小
さ え

枝 (西2区)

室
むろ

 定
さ だ お

夫 (西3区)

山
や ま べ

部 セツ子
こ

(古城6区)

梅
う め の

野 トシ子
こ

( 上井手)

吉
よしおか

岡 イク子
こ

( 片 隅 )

村
むらかみ

上 道
みちはる

治 (内牧2区)

山
やまうち

内 ツイ子
こ

( 成 川 )

佐
さ さ き

々木 ミネ子
こ

( 小 里 )

小
お し ま

島 良
よしあき

明 ( 西湯浦 )

岡
おかもと

本 ケイ子
こ

( 西小園 )

氏名 （行政区）

岩
いわなが

永 す屋
や こ

子 ( 宇 土 )

田
た な か

中 ミチ子
こ

( 浜 川 )

田
た し ま

嶋 和
か ず こ

子 ( 鷲の石)

井
い の

野 美
み ち こ

智子 ( 鷲の石)

廣
ひ ろ せ

瀬 百
も も え

江 ( 原の口 )

大
や ま と

和 則
のりよし

義 ( 今 町 )

岩
いわした

下 ハル子
こ

( 本 村 )

佐
さ え き

伯 正
まさゆき

幸 ( 本 村 )

田
た じ ま

嶋 範
のりつね

恒 ( 西 町 )

小
お の

野 マヨ子
こ

( 蔵 原 )

立
たてやま

山 袈
けさのり

則 ( 東黒川)

荒
あ ら き

木 幸
さ ち こ

子 ( 坊 中 )

松
まつもと

本 妙
た え こ

子 ( 坊 中 )

犬
いぬずか

塚 穰
みのる

( 南黒川 )

氏名 （行政区）

木
き も と

本 ヨシノ ( 南黒川 )

坂
さ か た

田 カツ子
こ

( 南黒川 )

古
こ が

閑 サエ子
こ

( 乙 姫 )

髙
た か み

見 立
た つ こ

子 ( 黒川千丁)

下
しもむら

村 シズカ ( 永 草 )

村
むらかみ

上 利
としゆき

幸 ( 枳 )

佐
さ と う

藤 ギン子
こ

( 赤 水 )

江
え い り

入 宮
み や こ

子 ( 跡ケ瀬 )

加
か と う

藤 軍
い く お

男 ( 楢木野 )

河
か わ の

野 行
ゆ き と

人 ( 赤仁田 )

大
おおつか

塚 チワ子
こ

( 坂の上 )

岩
い わ せ

瀬 輝
てるもと

元 ( 大 道 )

赤
あ か お

尾 三
さ ん じ

治 ( 立 塚 )

加
か と う

藤 文
ふ み お

生 (仁田水 )

2 月 28 日受付分まで結 婚

夫 ・ 妻 （行政区）

淵
ふちがみ

上 一
いちろう

朗 ・ 野
の だ

田 彩
あ や め

芽 （上西河原）

橋
はしもと

本 真
ま さ き

輝 ・ 荒
あ ら き

木 玲
れ み

美 （狩尾 3 区）

赤ちゃん 2 月 28 日受付分まで

赤ちゃん パパ ・ ママ （行政区）

津
つ る

留 花
か れ ん

玲 尚
ひさのり

徳 ・真
ま ゆ み

由美（東 2 区）

髙
た か ぎ

木 颯
そう

仁
ひとし

・愛
あ ゆ み

由美（古神3 区）

田
たのうえ

上 蒼
そ ら

空 恵
け い た

太 ・ 奈
な み

美 （内牧1区）

北
きたざと

里 日
ひ よ り

和 和
かずのり

寛 ・万
ま り な

里奈（下の原）

小
こ ざ か

坂 絃
げ ん き

喜 一
かずひろ

弘 ・由
ゆ か り

香利（ 赤 水 ）

菊
き く ち

池 彩
さ あ や

文 文
ふみのり

憲 ・ 秋
しゅうか

香 （狩尾 2 区）

（2 月 28 日時点）

人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 24,716 人 11,669 人 13,047 人 11,562 世
帯

前月比 21 人 減 10 人 減 11 人 減 8 世帯 増 

人の動き

出生 死亡 転入 転出

6 人 44 人 76 人 61 人

（2/1 ～ 2/28）
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Aso Medical Center

地域医療！

蘇 医 療 セ阿 通
ン タ ー

信
蘇蘇 医医 療療 セセ阿阿 通通

ンン タタ ーー
信信阿蘇医療センター

〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273

#88

マスクマスクの着用着用をお願いします

　 れまでは、新型コロナウイルス感染症対策と
して、屋内では基本的にマスクの着用を推奨

するとの取り扱いでした。
　今回、国によるマスク着用の考え方の見直しが行
われ、令和５年３月１３日から屋内でのマスク着用

こ

このような場面ではマスクを着用しましょう

▶ 医療機関受診時 ▶  高齢者など重症化リスクが高い人が多く入院・
生活する医療機関や高齢者施設などへの訪問時

当院では、感染症予防と利便性向上のために、令和３年７月から自動精算機を導入し運用しています。
令和４年度には、会計時の待ち時間短縮を図るため、さらに１台を追加導入しました。
４月からは、さらなる利便性向上を図るため、自動精算機でクレジットカードが利用できるようになりました。

　国の考え方を踏まえ、当院ではマスクの着用を継続していきますので、当院を受診する患者さまや面会な
どで来院されるご家族の人もマスクの着用をお願いします。

クレジットカードが利用できます

は、個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委
ねることが基本となりました。
　しかし、高齢者など重症化リスクの高い人への感
染を防ぐため、下記の場面ではマスクの着用を推奨
すると示されています。

広
告



人 権 作 文人 権 作 文

令和４年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より  ※ 学年は令和4年度時点。

し
て
い
た
の
で
、で
ん
わ
に
ち
か
づ
い

て
、

「
マ
マ
が
ん
ば
れ
。」

と
な
ん
か
い
も
な
ん
か
い
も
い
い
ま

し
た
。

「
お
ぎ
ゃ
。」

（
よ
か
っ
た
。う
ま
れ
た
）と
あ
か

ち
ゃ
ん
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、あ
か
ち
ゃ
ん

の
か
お
と
か
、か
ら
だ
が
あ
か
か
っ
た

か
ら
で
す
。（
な
ん
で
あ
か
い
ん
だ
ろ

う
）と
し
ん
ぱ
い
に
な
っ
た
け
ど
、ぼ

く
は
、

「
マ
マ
も
が
ん
ば
っ
た
け
ん
、は
る
ま

く
ん
も
が
ん
ば
っ
て
く
る
。」

と
い
っ
て
、い
え
を
で
ま
し
た
。

　

う
ん
ど
う
か
い
は
、パ
パ
が
見
に

き
ま
し
た
。か
け
っ
こ
で
ぼ
く
は
、（
よ

し
が
ん
ば
る
ぞ
）と
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
は
し
り
ま
し
た
。ダ
ン
ス
の
お
う

え
ん
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。は
じ
め

て
の
う
ん
ど
う
か
い
は
、た
の
し
か
っ

た
で
す
。

　

か
え
っ
て
す
ぐ
、あ
か
ち
ゃ
ん
に
あ

い
に
い
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
で
ま
ど
か

ら
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
っ

こ
も
で
き
な
く
て
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。

で
も
あ
か
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い
す
ぎ
て
、

（
ち
っ
ち
ゃ
あ
い
。め
っ
ち
ゃ
か
わ
い

　

あ
し
た
は
、ぼ
く
の
う
ん
ど
う
か

い
で
す
。パ
パ
も
マ
マ
も
は
じ
め
て
の

う
ん
ど
う
か
い
を
た
の
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。で
も
、あ
さ
お
き
た
ら
マ

マ
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。パ
パ
に
き
い

た
ら
、

「
う
ん
ど
う
か
い
み
た
か
っ
た
ぁ
。」

と
、マ
マ
が
な
き
な
が
ら
び
ょ
う
い
ん

に
い
っ
た
そ
う
で
す
。あ
さ
ご
は
ん
を

た
べ
て
い
る
と
き
、マ
マ
と
テ
レ
ビ
で

ん
わ
を
し
ま
し
た
。

「
う
っ
。」

と
マ
マ
が
と
っ
て
も
く
る
し
そ
う
に

い
。は
や
く
だ
っ
こ
し
た
い
）と
お
も

い
ま
し
た
。マ
マ
と
あ
か
ち
ゃ
ん
に
あ

い
た
く
て
、ま
い
に
ち
パ
パ
に
な
ん
か

い
も
テ
レ
ビ
で
ん
わ
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

き
ょ
う
は
、マ
マ
が
び
ょ
う
い
ん
か

ら
か
え
っ
て
く
る
日
で
し
た
。ぼ
く

は
、は
や
く
あ
か
ち
ゃ
ん
に
さ
わ
り

た
く
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。げ

ん
か
ん
が
あ
く
と
、す
ぐ
マ
マ
と
あ
か

ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
し
っ
て
い
き

ま
し
た
。マ
マ
が
、ぼ
く
の
手
に
あ
か

ち
ゃ
ん
を
そ
っ
と
の
せ
て
く
れ
ま
し

た
。あ
か
ち
ゃ
ん
は
、小
さ
す
ぎ
て
さ

わ
る
の
に
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

だ
っ
こ
し
た
ら
、と
っ
て
も
か
る
く
て

あ
た
た
か
か
っ
た
で
す
。ね
て
い
た
か

ら
ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
あ
げ
ま
し
た
。そ

し
た
ら
ピ
ク
ッ
と
う
ご
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。で
も
、や
さ
し
く
と
ん

と
ん
す
る
と
、す
ぐ
に
ね
て
く
れ
ま

し
た
。（
お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
よ
。よ
ろ

し
く
ね
）と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
あ
と
に
、あ
お
い
ち
ゃ
ん
と
れ

ん
ち
ゃ
ん
も
だ
っ
こ
し
た
け
ど
、ぼ

く
が
い
ち
ば
ん
じ
ょ
う
ず
に
だ
っ
こ

で
き
ま
し
た
。マ
マ
が
、

「
す
ご
い
ね
。お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
ね
。」

と
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、（
ぼ
く
、す
ご

い
だ
ろ
）と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。マ

マ
が
、

「
は
る
ち
ゃ
ん
も
あ
お
ち
ゃ
ん
も
、れ

ん
ち
ゃ
ん
も
ひ
ま
ち
ゃ
ん
も
、み
ん

な
大
き
な
こ
え
で
な
い
て
う
ま
れ
て

き
た
ん
だ
よ
。」

と
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。（
み
ん
な

お
な
じ
で
げ
ん
き
に
う
ま
れ
て
よ

か
っ
た
な
。う
ん
ど
う
か
い
の
と
き
、

が
ん
ば
れ
っ
て
お
う
え
ん
し
た
け
ん
、

げ
ん
き
に
う
ま
れ
て
き
た
ん
だ
な
）

と
お
も
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
三
に
ん
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
な

の
で
、ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
が
な
い
て
い
た

ら
だ
っ
こ
し
た
り
、わ
ら
わ
せ
た
り

し
ま
す
。あ
お
い
ち
ゃ
ん
や
れ
ん
ち
ゃ

ん
と
は
、お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
び
ま
す
。

み
ん
な
の
お
せ
わ
で
と
っ
て
も
い
そ

が
し
く
な
り
ま
し
た
。で
も
、（
お
手

つ
だ
い
は
た
の
し
い
か
ら
、こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
る
ぞ
）と
お
も
い
ま
す
。

パ
パ
も
マ
マ
も
ぼ
く
も
あ
お
い
ち
ゃ

ん
も
れ
ん
ち
ゃ
ん
も
、み
ん
な
ひ
ま

り
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で
す
。

と
き
の
こ
と
を
「
い
っ
ぱ
い
お
う

え
ん
し
す
ぎ
て
、
ど
し
ゃ
ぶ
り
の

あ
せ
を
か
い
た
。
か
え
っ
て
パ
パ

と
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
て
き
も
ち
よ

か
っ
た
。」
な
ど
、
遙
眞
さ
ん
ら

し
い
す
て
き
な
表
現
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
か
わ
い
い
弟
妹
た
ち

の
お
世
話
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
を
が
ん

ば
っ
て
、
時
々
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
に
甘
え
て
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
と
運
動
会
の
朝
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
遙
眞
さ
ん
の
お
家
で

の
様
子
に
つ
い
て
お
話
し
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
運
動
会
の

日
、
泣
き
な
が
ら
病
院
に
行
っ
た

時
の
話
を
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
話
を

さ
れ
る
お
母
さ
ん
に
、
家
族
の
あ

た
た
か
さ
や
遙
眞
さ
ん
の
お
家
で

の
頑
張
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
九
月
に
妹
さ
ん

た
ち
の
運
動
会
が
あ
り
、
家
族
み

ん
な
で
応
援
に
行
っ
た
こ
と
を
遙

眞
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「ぼくが、おにいちゃんだよ」

阿蘇西小学校　1年

中原　遙
はるま

眞
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ASO田園空間博物館 (道の駅阿蘇)

　　　　　　　コラボ商品が完成道の駅阿蘇×阿蘇中央高校

フ
ェ
ア
で
は
、家
畜
に
と
っ
て
快
適
な

環
境
下
で
、健
康
に
飼
育
さ
れ
ま
す
。

農
業
食
品
科
畜
産
専
攻
で
は
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。き
っ
か
け
は
平
成
28
年
４
月
の
熊

本
地
震
。地
元
が
大
き
な
被
害
を
受
け

る
中
、世
界
農
業
遺
産
の
地
に
あ
る
農

業
高
校
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
た
そ
う
で
す
。そ
の
答
え
が
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
飼
育
の
実
践
だ
っ

た
の
で
す
。「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
で
育
て
た
豚
肉
は
臭
み
が
な
く
、柔

ら
か
く
て
お
い
し
い
」と
生
徒
さ
ん
た

ち
。「
こ
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

飼
育
豚
の
価
値
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
！
新
た
な
商
品
を
作
り
た
い
！
」

そ
ん
な
声
を
受
け
て
共
同
開
発
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
授
業
の
一
環
と
し
て
、商

品
開
発
の
基
礎
を
勉
強
す
る
こ
と
か
ら

始
め
、Ａ
Ｗ
豚
と
地
域
の
特
産
物
を
組

み
合
わ
せ
た
商
品
を
考
え
ま
し
た
。「
そ

ぼ
ろ
系
」「
野
菜
利
用
系
」「
ふ
り
か
け・

フ
レ
ー
ク
」「
角
煮
」な
ど
、考
案
し
た
商

品
の
発
表
会
に
は
、色
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
商
品
が
並
び
ま
し
た
。製
品
コ
ン
セ

プ
ト
を
は
じ
め
、味
や
風
味
の
特
徴
、商

品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト（
誰
に
売
る
の
か
、誰

道
の
駅
阿
蘇
は
、平
成
25
年

度
か
ら
阿
蘇
中
央
高
校
と

連
携
し
、地
元
の
食
材
を

利
用
し
た
商
品
の
開
発・
販
売
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、高
校
の
取
り
組

み
を
商
品
開
発
へ
と
つ
な
げ
る
だ
け
で

な
く
、阿
蘇
の
草
原
再
生
と
あ
か
牛
の

消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
発
し
た
も
の
は
道
の
駅
阿

蘇
の
人
気
商
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

の
で
、手
に
取
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
も
、道
の
駅
阿
蘇
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
作
ろ
う
！
と
阿
蘇
中
央
高
校

の
生
徒
た
ち
と
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

阿
蘇
中
央
高
校
農
業
食
品
科
畜
産
専
攻

の
生
徒
た
ち
は
、動
物
の
飼
育
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。皆
さ
ん
は「
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
す
か
？
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

こ
の
言
葉
に
は「
動
物
福
祉
」と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。従
来
、家
畜
は
狭
い

檻
の
中
に
多
数
が
押
し
込
ま
れ
、ス
ト

レ
ス
フ
ル
な
環
境
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。人
間
と
同
じ
よ
う
に
、ス
ト
レ
ス
は

動
物
に
と
っ
て
も
体
調
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
与
え
ま
す
。ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

寺の境内
広
告
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に
買
っ
て
ほ
し
い
か
）、そ
し
て
Ｐ
Ｒ
ポ

イ
ン
ト
を
ア
ピ
ー
ル
。道
の
駅
の
販
売

者
と
し
て
の
視
点
も
加
え
、商
品
を
絞

り
込
ん
だ
結
果
、「
う
ま
か
ぁ
豚
ラ
ー
」

と「
う
ま
か
た
か
な
ミ
ン
チ
」の
2
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
豚
ミ
ン

チ
を
使
っ
た
ご
飯
の
お
供
に
ぴ
っ
た
り

な
一
品
で
す
。

評
価
の
基
準
は「
風
味
」「
食
感
」「
見
た

目
」の
3
項
目
で
し
た
。「
う
ま
か
た
か

な
ミ
ン
チ
」は
名
前
の
と
お
り
、豚
ミ
ン

チ
に
阿
蘇
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
、高
菜
を

加
え
、み
そ
風
味
に
し
た
お
惣
菜
。「
う

ま
か
ぁ
豚
ラ
ー
」は
食
べ
る
ラ
ー
油
で

す
。食
感
は「
1
回
目
の
試
作
で
は
油

が
多
い
の
で
、固
め
の
食
感
を
残
し
、辛

さ
を
も
う
少
し
足
し
て
」な
ど
の
意
見

が
出
た
た
め
、何
度
も
何
度
も
試
作
を

重
ね
、改
良
を
続
け
ま
し
た
。

次
に
、実
際
に
販
売
す
る
と
き
の
容
器

を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。四
角

型
、た
る
型
の
丸
い
瓶
、八
角
形
の
多
角

瓶
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
中
、

ど
の
瓶
が
店
頭
で「
映
え
る
」の
か
。道

の
駅
で
販
売
す
る
際
、商
品
を
よ
り
魅

力
的
に
見
せ
る
た
め
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
も
生
徒
さ
ん
た
ち
と
道
の
駅
阿
蘇
で

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま

▲ 商品の試食をする高校生

◀ アニマルウェルフェアで飼育されている豚

な
要
素
を
検
討
し
た
結
果
、「
う
ま
か
ぁ

豚
ラ
ー
」が
今
回
の
コ
ラ
ボ
商
品
第
1

号
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、や
が
て
社
会

に
出
た
と
き
、モ
ノ
を
作
っ
て
お
し
ま

い
で
は
な
く
、販
売
を
視
野
に
入
れ
た

考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
実
は
と

て
も
大
事
。自
分
た
ち
が
作
り
た
い
も

の
＝
売
れ
る
も
の
で
は
な
い
。市
場
と

マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
、ど
ん
な
ル
ー
ト

で
売
る
の
か
。ニ
ー
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
、

販
売
促
進
の
手
段
な
ど
を
経
験
す
る
場

を
提
供
し
た
い
」と
道
の
駅
阿
蘇
の
下

城
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。生
徒
さ
ん
た
ち
に

と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

お
客
さ
ま
が
商
品
を
手
に
取
り
、温
か

い
ご
飯
の
上
に「
う
ま
か
ぁ
豚
ラ
ー
」を

の
せ
て
、ほ
っ
こ
り
と
す
る
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
商

品
に
、多
く
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲ うまかぁ豚ラー

問 道の駅阿蘇
☎ 35-5088

トマトやなすなど果菜類の２大害虫 コナジラミ類、スリップス類対策に！

こんなお困りごとは、ありませんか？

 コナジラミやスリップスの被害に困っている

 最近、農薬が効いていないような気がする

 環境に優しい農業をしてみたい

土着天敵

「タバコカスミカメ」で解決！

土着天敵タバコカスミカメ「くまもとＮＴ～天敵のたね」について詳しい
資料をお送りします。ご希望の方は右上のQRコードから当社ＨＰへ。 TEL：096-327-9173

広
告
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わだ い
ま ち の

楼 門 見 えた  復 旧までわずか

▲ いちごを手に笑顔の園児

　（公社）発明協会が主催する全日本学生児童発明くふ
う展で、一の宮小の児童が２年連続で入賞・入選すると
いう快挙を果たしました。
　令和３年度の第80回では、当時４年生の尾

おまえ

前操
そう た

太さん
の「おりたたんで持ち運べる本だな」が奨励賞を受賞。木
の板をちょうつがいで繋ぎ、コンパクトに折りたためる本
棚を作りました。令和４年度の第81回では、当時４年生の
津
つ る

留結
ゆうき

希さんの「クルッとごみぶくろ」が入選。下敷きやク
リアファイル、ゴムなど身近なもので、ゴミ袋を１枚ずつ取
り出すことができる「お助けグッズ」を作りました。

　２月 28 日、波野保育園の年長
児と年中児合わせて６人が、一
の宮町宮地の犬

いぬかい

飼秀
ひでつな

綱さんのハ
ウスでいちご狩りを楽しみまし
た。園児らは「おいしい」と楽
しげな声を上げながら、季節の
味を楽しみました。

健 康な生 活 へ  ３者で 協力

　２月16日、市と熊本保健科学大学、阿蘇中央高校の
３者は、高齢者の健康寿命を延ばすための取組みに関
する包括連携協定を締結しました。令和5年度には、阿
蘇市に在住する高齢者を対象に、３者が共同で体力測
定を実施。同大が結果を分析したのち、現在の体力を
維持、向上するためのアドバイスを行います。
　計測やデータ分析などの手法は高校生にも指導。学生
や生徒の実践的な学びの場とすることで、地域の健康を
支える人材の育成にもつなげます。

▲ 楼門を前にガイドの説明を受ける来場者

ティアガイドの説明を受けなが
ら、楼門の荘厳な姿を楽しみま
した。工事のため建設された素
屋根は、12 月までに解体される
予定です。

　熊本地震で倒壊し、復旧工事
が進められている阿蘇神社楼門
で、３月５日から 12 日までの
期間、素屋根内が一般に公開さ
れました。訪れた人は、ボラン

いちごがおいしい

▲ クルッとごみぶくろ（左）、おりたたんで持ち運べる本だな（右）
▲ 酒井一匡校長（中央左）、木下統晴理事長（中央右）

阿 蘇 からめざせ発 明 王
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　３月4日、草千里で野焼きが行
われました。地元牧野組合やボラ
ンティアなど合わせて141人が参加
しました。安全確保のためにドロー
ンも用いられ、観光客へ注意を呼

草原に春を告げる炎

茶 道を 通じて 礼 儀を 学 ぶ地 域 全 体 で児 童を見守り

　３月２日、卒園する園児が保護者らにお茶を点て
る「お別れ野点」がりんどう保育園であり、年長児
20 人がお茶を振る舞いました。
　りんどう保育園では、礼儀作法を身をもって体得
し、感謝や人を敬う心を育むため、年長児が月に２
回茶道の稽古をしています。集大成として開かれた
野点では保護者が見守る中、１年間の稽古の成果を
披露。家入慶

けい

ちゃんは「上手に泡を点てられた。小
学生になってもまたしたい」と話しました。

▲ お茶を点てる園児ら

　阿蘇小学校学校運営協議会と阿蘇市地域学校協働本
部が、文部科学大臣表彰を受賞し、２月 14 日、市長
に受賞を報告しました。同協議会は、老人会や民生
委員など地域住民と共に「阿蘇っ子見守り隊」を結
成。70 ～ 80 人程のメンバーが、毎朝登校時の見守
り活動を行っており、学校を核とした地域づくりに
取り組んでいる点が評価されました。メンバーの 1
人は「毎朝早起きして子供たちの顔を見るのが楽し
み」と話しました。

▲ 阿蘇っ子見守り隊のメンバー

▲ 佐藤市長から山口ともみ氏に伝達

　元波野村議会議長の山口定
さ だ き

喜
氏に叙位「正六位」が授与され、
長女ともみ氏に伝達されました。
　山口氏は昭和 58 年 4月から町
村合併後の平成 19 年 2月まで、
６期 24 年にわたり、議会議員とし
て村と市の発展に尽力しました。平
成 3年５月から７年５カ月間は村議
会議長を務めました。

山 口 定 喜 氏「 正 六 位 」

びかけるアナウンスや、火の監視を
上空から行いました。
　５日には北外輪山一帯と阿蘇山
麓一帯での一斉野焼きも行われま
した。

▲ 炎が草千里を黒く染めていった
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Aso Library News書館へ行こう！図
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

図書館ホームページ

Aso Library News書館へ行こう！図
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

図書館ホームページ

新 着 案 内

※ 天候や道路状況により巡回を中止する場合もありますのでご了承ください。※ 天候や道路状況により巡回を中止する場合もありますのでご了承ください。

阿蘇・一の宮地区

西役犬原公民館　　10:00 ～ 10:10
　　　▼

竹原公民館　　　　10:15 ～ 10:30
　　　▼
坊中公民館前　　　10:40 ～ 10:55

（4 月 7 日金・5 月 12 日金） 波野地区

波野保健福祉センター

11:20 ～ 11:30

（4 月 12 日水・5 月 17 日水）

『朝星夜星』
朝井 まかて 著 （PHP 研究所）

幕末の長崎で洋食屋を始め、明治の大阪でレ

ストランとホテルを開いた料理人・草野丈吉と

妻ゆき。日本の外交を支えた <自由亭 > 夫婦

の奮闘を描く長編。

『ためして ! ウラ技大全』
わくわく生活ラボ 編 （えほんの杜）

30分で氷が作れるウラ技、アリが入ってこな

くなるウラ技…。200 のウラ技をイラストと

ともに解説。日常をより楽しく、より便利に、

より快適に過ごすためのヒントがたくさん！

移動図書館

『月下の黒龍』
神永 学 著 （集英社）

土方歳三とともに京へと旅する憑きもの落

としの浮雲。浮かぶ生首、干からびた死体、

生贄を求める龍。怪異の裏には、切ない想

いが隠されていた…。幕末ホラーミステリ。

『るるぶドライブ九州ベストコース '24』
（JTB パブリッシング）

おすすめドライブコースを写真、地図でわかり

やすく紹介。目的地選びにうれしい最新・最

旬ニュースや、SA・PA、道の駅情報も満載です。

週末のおでかけプランはこれ1冊で完璧。

『 あなたはここにいなくとも』
町田 そのこ 著 （新潮社）

恋人に紹介できない家族、会社でのいじめに

よる対人恐怖、人間関係をリセットしたくな

る衝動、人生の迷子になってしまったけれど、

あなたの道しるべは、ほら、ここに。全五篇。

『あしたの動物園』
野坂 悦子 作 いたや さとし 画 （玉川大学出版部）

2016年4月、熊本をおそった大地震。動物園

も被害をうけ、休園に。そのとき飼育員のセ

イさんの頭にうかんできたのは…。動物園の復

活までの日々を飼育員の目をとおして描きます。

赤水駅前　　　　　11:15 ～ 11:25
　　　▼
宮本酒店前（車帰）  11:35 ～ 11:45
　　　▼
坂梨公民館　　　　15:15 ～ 15:25
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阿蘇市消防団の幹部団員を紹介します

　 蘇市消防団は、12 分団 755 人の団員で組織されています。すべての団員が本業を持ちながら
「地域の安全は自分たちが守る」という強い使命感をもって日々活動しています。阿

問 防災情報課 防災交通係　 ☎ 22-3232

副団長

川
かわぞえ

添 貴
たかひろ

洋
一の宮地区

副団長

宮
みやもと

本 康
やすあき

明
阿蘇地区

副団長

佐
さ と う

藤 弘
ひろあき

明
波野地区

団長

高
た か ひ

日 龍
りゅうじ

治

第 4分団長

井
い

 健
けんいち

一
古城地区

第 7分団長

入
にゅうた

田 洋
よ う じ

次
波野中部・北部地区

第 10分団長

種
た ね の

子野 強
つよし

永水地区

第 8分団長

廣
ひ ろ せ

瀨 崇
たかし

山田地区

第 9分団長

竹
たけはら

　 秀
しゅういちろう

一 郎
黒川地区

第 6分団長

岩
いわした

下 寿
ひさのり

徳
波野東部・西部地区

第 5分団長

井
いのうえ

上 光
み つ お

男
中通地区

第 1分団長

住
すみ

 真
し ん ご

悟
町区、塩塚、北区

第 2分団長

谷
たにむら

村 潤
じゅんや

也
東区、分区、
古神区、西区

第 3分団長

髙
た か き

木 和
か ず ま

真
坂梨地区

第 12分団長

石
いしまつ

松 信
のぶひと

人
内牧地区

第 11分団長

江
え い り

入 晃
あきら

尾ヶ石地区

地域の生命・財産を守る

広
告
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　＝休日在宅医
診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
保険証・お薬手帳をご持参ください。

在

相談に関する詳細は 20㌻に掲載

予定は変更になる場合があります。
最新の情報は市ホームページのくら
しのカレンダーをご覧ください。

（こちらの QR コードを参照➡）CALENDAR
4 月

日 月 火 水 木 金 土
3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 1

2 3 4 5 6 7 8
在  一の宮整形

外科
☎ 22-3911

心配ごと相談
10:00~12:00
法律相談
13:00~16:00
阿蘇保健福祉センター

子育て相談日
9：00~14：00
一の宮保健センター

9 10 11 12 13 14 15
在  松見内科　

クリニック
☎ 22-0260

年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

４ヵ月児健診
R4.11.16-12.15 生
9:00~
もうすぐ 1 歳健診
R4.5 生
13：10~
一の宮保健センター

あそカフェ
10:00~12:00
阿蘇保健福祉センター
マイナンバーカード
休日・時間外窓口
17:15~20:00

あそカフェ
10:00~12:00
波野保健福祉センター

16 17 18 19 20 21 22
在  脇胃腸科
☎ 32-2500

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

7 ～ 8 ヶ月児健診
R4.8 生
9:00~
一の宮保健センター

法律相談
9:30~12:00
心配ごと相談
10:00~12:00
阿蘇保健福祉センター

子育て相談日
9：00~14：00
一の宮保健センター

23 24 25 26 27 28 29
在  坂梨ハート

クリニック
☎ 24-6262
マイナンバーカード
休日・時間外窓口
9:00~12:00

年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

1 歳 6 ヶ月児健診
R3.8.1-9.10生
8：40~
一の宮保健センター

マイナンバーカード
休日・時間外窓口
17:15~20:00

在  たくもと小児科
クリニック

☎ 34-2202

30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
在  栗林内科医院
☎ 24-1024

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

在  眼科 古嶋医院
☎ 34-0008

在  家入整形外科
☎ 32-0048

在 古閑医院
☎ 22-3000
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　必ず音読するのは「人権作文」です。
阿蘇の子供たちのピュアで前向きな思
いにいつも元気をもらいます。
　表紙裏の「夢を追いかけて」もガン
バレ！！と声をかけています。

（U.H. さん）

▷  ご意見ありがとうございます。「人権作
文」「夢を追いかけて」では、子供たち
の素直な気持ちが書き綴られています。
今後も阿蘇市の子供たちの「今」をお伝
えしていきます。

ことしも火振り神事の取材に行きました。撮影中、

紐が切れた火の玉が勢いよく足元へ。機材や体

は無事でしたが、その熱に改めて火の怖さを感じ

ました。神事中は、火事にならないよう警戒に当

たる地元消防団の姿もありました。３月は春の火

災予防週間もあり、火の用心を呼びかける消防団

を見た人もいるのでは。消防団と共に、地域全体

で火災予防に取り組んでいきましょう。

編お た よ り

皆さまからのご意見・感想を募集していま
す。疑問に思っていることや読みたい記事、
みんなに見てほしいすてきな写真など「お

たより」フォームから投稿して

ください。
※  投 稿の内 容や紙 面の 都合に

よっては掲載できない場合も
あります。

「おたより」
フォーム

集 後 記

食生活改善推進員協議会地
産

地 消

C ooking!

器提供：阿蘇青々窯

WebTV アソ
動 画❶  高野豆腐はぬるま湯につけて戻す。

❷  高菜は塩少々を入れたお湯でゆでる。

❸  タマネギはくし形の薄切り、ニンジンは細切りにする。

❹  鶏肉は 1㎝位に切る。高野豆腐は水分を切って半分の
薄さに切る。

❺  フライパンにサラダ油を引いて鶏肉を炒め、タマネギ、
ニンジン、高野豆腐を入れて🅐を加える。

❻  鶏肉に火が通ったら高菜を加え、溶き卵を回し入れ、
沸騰とともに火を止めて蓋をする。

➐  2 ～ 3 分おいて卵が半熟になったら、器に盛ったごは
んの上に盛りつける。

作 り 方

卵を溶くときは、泡が立つ程度に溶くと、見
た目がよく仕上がります。

食改員から一言

問 健康増進課　☎22-5088

高野豆腐と高菜入り
親子丼

材 料（4 人分） 

鶏もも肉    200g タマネギ    100g ニンジン    100g

高菜    80g 高野豆腐    80g 卵    8 個

塩    少々 サラダ油    大さじ2 だし汁    400cc…🅐
めんつゆ（5 倍濃縮の場合）    180ml…🅐
砂糖    大さじ 2 と 1/2…🅐 ごはん    適量
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阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/
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